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物理講評� �� �
難易度：やや易化　分量：昨年並一次合格ライン：75％以上正規合格ライン：85％以上

今回の問題は難しい問題もなく、失点は出来る限り避けたいところ。 1 速度の２乗に比例する抵抗の問

題で珍しいが、普段と全く同じ手法で解けるので易しい。使う文字には注意したい。 2 一様磁場中での

粒子の運動に関する基本問題であるが、(4)では図を書くことがポイントである。s ≪ r で近似する問題

も多いが、今回は近似してはいけない。(5)は丁寧に計算したい。 3 前半はスネルの法則の証明で解いた

経験のある人も多いだろう。後半は (9)で何を答えれば良いかわかりにくいが、(10)で θ1, θ2 → 0とす

ることを考えて、不定形ではないように式変形すれば良い。 4 交流の基本問題である。微積分で解ける

人にとっては非常に容易であっただろう。� �
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(1) VC = − I0
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cosωt, VL = ωLI0 cosωt, コイルの消費電力 = 0
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